
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
が
活
躍

ア
フ
リ
カ
農
業
機
械
化
へ
の
道

ア
フ
リ
カ
農
業
機
械
化
へ
の
道▷２▷２

　

米
食
が
広
が
り
、
米
の
増
産
と
と
も
に
関
連
農
業
機
械
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

ア
フ
リ
カ
。
ア
フ
リ
カ
は
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
農
業
機
械
化
が
始
ま
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
大
き
く
、
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
市
場
で
あ
る
。
本
連
載

で
は
前
回
に
引
き
続
き
、
ア
フ
リ
カ
で
活
躍
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
農
業
機
械
化
専
門
家
・

大
石
常
夫
氏
に
よ
る
寄
稿
に
て
、
現
地
事
情
を
紹
介
す
る
（
不
定
期
連
載
）
。

　

今
回
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
持
続
的

農
業
機
械
化
促
進
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
４
月
末
に
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
を
訪
問
し
た
際
の
活
動

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　

同
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
ガ
ー

ナ
を
拠
点
に
し
て
同
国
の
農

業
機
械
化
促
進
に
加
え
、
コ

ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
と
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
に
お
け
る
「
日
・
ア

フ
リ
カ
農
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
（
通
称
Ａ
Ｆ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｔ
）
」
を
通
じ
た
本
邦

企
業
の
優
れ
た
農
業
技
術
の

導
入
促
進
と
開
発
へ
の
適
用

を
進
め
て
い
る
。
今
回
の
出

張
で
は
、
４
年
前
か
ら
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
進
め
て
き
て
い
る
ナ

イ
ジ
ェ
リ
ア
に
お
け
る
Ａ
Ｆ

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
活
動
の
調
整
活
動

を
行
っ
た
。

　

ま
ず
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
国
に

つ
い
て
少
し
触
れ
て
み
る
。

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
は
西
ア
フ
リ

カ
に
位
置
し
、
ア
フ
リ
カ
最

大
の
人
口
で
あ
る
２
億
３
０

０
０
万
人
を
擁
す
る
。
面
積

は
日
本
の
約
２
・
５
倍
で
ア

フ
リ
カ
内
で
は
１４
位
で
あ
る

が
、
そ
の
経
済
規
模
は
ア
フ

リ
カ
第
４
位
と
、
原
油
・
天

然
ガ
ス
を
中
心
に
農
業
や
通

信
な
ど
多
様
な
産
業
を
抱
え

る
、
ま
さ
に
大
国
で
あ
る
。

農
業
分
野
に
関
し
て
は
、
労

働
人
口
の
約
３
分
の
１
が
農

業
に
従
事
し
、
農
業
セ
ク
タ

ー
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
約
２５
％

を
占
め
る
基
幹
産
業
で
あ

る
。

　

作
物
ご
と
の
生
産
量
で
み

る
と
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
と
ヤ
ム

イ
モ
は
世
界
最
大
、
ソ
ル
ガ

ム
と
サ
サ
ゲ
は
世
界
第
２
位

の
生
産
量
を
誇
り
、
米
に
関

し
て
は
ア
フ
リ
カ
最
大
の
約

９
０
０
万
トン
を
生
産
す
る
。

輸
出
作
物
に
は
カ
シ
ュ
ー
ナ

ッ
ツ
、
カ
カ
オ
、
ゴ
マ
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
経
済
規
模
や

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
が
注

目
さ
れ
る
市
場
で
あ
る
一

方
、
世
界
銀
行
が
２
０
２
５

年
１０
月
に
公
表
し
て
い
る
最

新
推
計
と
し
て
の
「
国
際
的

な
極
度
の
貧
困
率
」
（
購
買

力
平
価
換
算
に
お
い
て
１
日

２
・
１５
ドル
未
満
で
生
活
す
る

人
の
割
合
）
は
国
民
の
約
３０

％
に
達
す
る
（
元
デ
ー
タ
は

２
０
１
８
／
１９
年
の
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
統
計
局
よ
り
）
。
加

え
て
、
都
市
部
と
農
村
部
と

の
経
済
格
差
の
大
き
さ
や
そ

れ
に
起
因
す
る
社
会
問
題
、

治
安
の
悪
さ
も
抱
え
て
い

る
。
治
安
に
関
し
て
ガ
ー
ナ

と
比
較
し
て
み
る
と
、
ガ
ー

ナ
で
は
北
部
の
極
一
部
地
域

が
外
務
省
危
険
レ
ベ
ル
２
で

あ
る
の
に
対
し
（
ほ
と
ん
ど

の
地
域
は
レ
ベ
ル
１
）
、
ナ

イ
ジ
ェ
リ
ア
は
全
て
の
地
域

が
危
険
レ
ベ
ル
２
以
上
に
分

類
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
い
っ

た
国
内
の
治
安
の
悪
さ
は
海

外
か
ら
の
民
間
投
資
を
阻
害

し
て
い
る
課
題
の
１
つ
で
も

あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
て

行
っ
た
今
回
の
出
張
は
９
日

間
と
い
う
短
い
期
間
で
あ
っ

た
が
、
大
変
充
実
し
、
か
つ

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
人
々
の
日

本
技
術
に
対
す
る
熱
い
思
い

を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
日
々
で

あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
連
邦
農
業
・
食
料

安
全
保
障
省
の
農
業
機
械
化

局
が
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開

催
し
た
「
国
家
農
業
機
械
化

政
策
と
投
資
戦
略
に
関
す
る

事
前
検
討
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
に
参
加
す
る
機
会
を
得

た
。
こ
れ
ま
で
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
で
は
農
業
機
械
化
政
策
は

進
め
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、

農
業
機
械
化
に
関
す
る
正
式

な
政
策
文
書
（
ポ
リ
シ
ー
ペ

ー
パ
ー
や
農
業
機
械
化
・
投

資
戦
略
な
ど
）
は
な
く
、
国

内
の
農
業
機
械
化
関
係
者
が

長
く
切
望
し
て
き
た
取
り
組

み
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
サ
ブ
・
サ
ハ
ラ
ア

フ
リ
カ
諸
国
で
は
、
Ｆ
Ａ
Ｏ

等
の
ド
ナ
ー
機
関
の
支
援
を

得
て
政
策
文
書
策
定
や
改
訂

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
だ
が
、
今
回
は
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
国
内
の
農
業
機
械
化
関

係
者
自
ら
が
約
６
カ
月
か
け

て
文
書
を
取
り
ま
と
め
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
農
業
機
械

化
局
が
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
国
内

で
民
間
ス
ポ
ン
サ
ー
を
探
し

て
開
催
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ

た
農
業
機
械
化
局
の
行
動
力

は
称
賛
に
値
す
る
。
政
策
提

言
書
（
ド
ラ
フ
ト
版
で
４６
ペ

ー
ジ
）
と
投
資
戦
略
文
書

を
、
農
業
機
械
化
に
関
わ
る

産
官
学
の
関
係
者
約
５０
名
が

一
堂
に
会
し
、
政
策
、
投

資
、
官
民
連
携
、
若
者
と
女

性
の
参
画
と
い
う
４
つ
の
テ

ー
マ
で
、
文
書
を
充
実
さ
せ

て
い
っ
た
。
政
府
主
導
に
よ

る
圃
場
機
械
導
入
が
単
発
的

に
行
わ
れ
て
い
る
中
で
、
さ

ら
な
る
民
間
促
進
に
よ
る
機

械
化
を
含
む
作
物
の
バ
リ
ュ

ー
チ
ェ
ー
ン
の
強
化
、
機
械

導
入
後
の
適
切
な
運
用
方
法

の
確
立
、
若
者
の
参
画
に
よ

る
農
業
分
野
の
拡
充
な
ど
に

つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
た
。
今
回
の
協
議
結
果
を

踏
ま
え
、
６
月
の
最
終
版
の

発
表
会
に
向
け
て
作
業
が
続

け
ら
れ
て
い
く
。

　

Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
関
連
の
活

動
と
し
て
は
、
主
要
関
係
者

と
の
個
別
面
談
後
、
４
月
２９

日
に
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
事
務
局

会
議
を
開
催
し
た
。
メ
ン
バ

ー
は
農
業
機
械
化
局
、
ア
グ

リ
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
局
（
Ａ
Ｂ
Ｍ
）
、
農
業

機
械
化
セ
ン
タ
ー
、
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
商
工
会
議
所
と
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
側
か
ら
の
参
加
者
で
あ

る
。
昨
年
１２
月
に
開
催
し
た

Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
委
員
会
で
の

提
案
事
項
を
踏
ま
え
、
本
邦

技
術
の
情
報
を
潜
在
的
な
ユ

ー
ザ
ー
に
対
し
て
直
接
的
に

発
信
し
て
い
く
必
要
性
が
強

調
さ
れ
た
。

　

そ
れ
は
単
な
る
カ
タ
ロ
グ

情
報
の
発
信
や
紹
介
実
演
に

留
ま
ら
ず
、
本
邦
製
品
（
例

：
本
邦
メ
ー
カ
ー
の
エ
ン
ジ

ン
）
と
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
地
元

技
術
と
の
共
創
の
取
り
組
み

と
い
う
ア
イ
デ
ア
も
出
さ
れ

た
。
ま
た
、
Ａ
Ｂ
Ｍ
内
に
開

設
さ
れ
て
い
る
米
の
検
査
ラ

ボ
の
更
な
る
活
用
（
本
邦
製

の
検
査
機
器
が
設
置
さ
れ
て

い
る
）
、
ラ
ゴ
ス
国
際
見
本

市
や
地
方
の
展
示
会
な
ど
に

テ
ー
マ
を
絞
っ
た
効
果
的
な

参
加
な
ど
に
つ
い
て
協
議

し
、
会
議
は
３
時
間
半
に
及

ん
だ
。

　

上
述
の
通
り
、
治
安
の
制

約
も
あ
っ
て
日
本
人
が
な
か

な
か
地
方
で
活
動
す
る
こ
と

が
難
し
い
中
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
関
係
者
の
本
邦
技
術
に
対

す
る
理
解
と
大
き
な
期
待

が
、
こ
の
制
約
を
乗
り
越
え

て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と

勇
気
づ
け
ら
れ
た
３
時
間
半

ナイジェ
リア訪問

日
本
技
術
に
熱
い
期
待

潜
在
ユ
ー
ザ
ー
へ
情
報
発
信
を

地
元
技
術
と
の

共
創
ア
イ
デ
ア
も

で
あ
っ
た
。
今
後
は
事
務
局

メ
ン
バ
ー
が
核
と
な
っ
て
、

今
年
の
ワ
ー
ク
プ
ラ
ン
を
取

り
ま
と
め
て
い
く
。　

　

※
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
と
し
て

は
、
引
き
続
き
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
に
進
出
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
を
さ
れ
る
企
業
様
を
積

極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ご
要
望
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
持
続
的

農
業
機
械
化
促
進
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（oishi.mecha@outlook.jp 

）
ま
た
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
Ａ
Ｆ

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
事
務
局
（aficat@

jica.go.jp

）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　

 

　
　
　
　

◇

　

大
石
常
夫
氏
＝
日
本
国
内

で
自
動
車
整
備
士
、
作
業
機

メ
ー
カ
ー
・
㈱
佐
野
ア
タ
ッ

チ
研
究
所
（
現
・
㈱
ア
グ
リ

ア
タ
ッ
チ
研
究
所
）
で
の
製

品
開
発
を
経
験
。
国
際
協
力

分
野
で
は
モ
ロ
ッ
コ
で
の
青

年
海
外
協
力
隊
経
験
（
平
成

２
年
３
月
よ
り
２
年
間
）
を

皮
切
り
に
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

や
複
数
国
に
及
ぶ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

専
門
家
と
し
て
２０
数
年
の
経

験
を
有
す
る
国
際
協
力
の
ベ

テ
ラ
ン
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
経
済
開

発
部
で
国
際
協
力
専
門
員
と

し
て
主
に
農
業
機
械
化
の
分

野
を
担
当
、
２
０
２
６
年
１

月
か
ら
西
ア
フ
リ
カ
の
ガ
ー

ナ
共
和
国
を
拠
点
に
「
持
続

的
農
業
機
械
化
促
進
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
と
し
て
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｔ
重
点
国
で
あ
る
ガ
ー

ナ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
コ
ー

ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
に
お
い
て
Ａ

Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
活
動
を
含
む
各

国
の
農
業
機
械
化
支
援
に
従

事
。　
　
　
　

（
つ
づ
く
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
専
門
員
／
持
続

的
農
業
機
械
化
促
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

大
石 

常
夫
氏

ＡＢＭの米検査ラボ。日本製の米検査機器が設置
されている

AFICAT事務局会議のメンバーにて記念撮影

AFICAT事務局会議のもよう。本邦技術の情報を
潜在的なユーザーに対して直接的に発信していく
必要性が強調された

ナイジェリア連邦農業・食料安全保障省の農業機
械化局が開催したワークショップの協議の様子

　

農
研
機
構
生
研
支
援
セ
ン

タ
ー
は
こ
の
ほ
ど
、
令
和
７

年
度
補
正
予
算
「
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
の
開
発
・
供
給
に

関
す
る
事
業
」
に
お
け
る
新

規
採
択
32
課
題
を
決
定
し

た
。
応
募
の
あ
っ
た
57
課
題

に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
結

果
、
次
の
32
課
題
を
新
規
採

択
す
る
こ
と
に
決
定
し
た

（
研
究
課
題
名
／
研
究
代
表

機
関
名
）
。

　

【
重
点
課
題
対
応
型
研
究

開
発
（
民
間
事
業
者
対
応

型
）
】
▽
ロ
ボ
ッ
ト
×
Ｉ
ｎ

ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ　

ｏ
ｆ　

Ｐ

ｌ
ａ
ｎ
ｔ
ｓ
（
Ｉ
ｏ
Ｐ
）
に

よ
る
省
力
・
多
収
化
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
次
世

代
イ
チ
ゴ
生
産
／
農
研
機
構

▽
施
設
野
菜
で
あ
る
ト
マ
ト

（
ミ
ニ
・
中
玉
・
大
玉
）
に

対
し
て
、
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
技
術
を
活
用
し
た
「
栽

培
管
理
作
業
の
自
動
化
」
に

関
す
る
研
究
開
発
／
ｉ
ｎ
ａ

ｈ
ｏ
㈱
▽
哺
育
育
成
牛
に
お

け
る
健
全
な
発
育
と
管
理
省

力
化
を
両
立
さ
せ
る
体
調
不

良
個
体
Ａ
Ｉ
検
出
を
含
む
健

康
・
発
育
管
理
シ
ス
テ
ム
の

開
発
／
古
河
電
気
工
業
㈱
▽

乗
用
畝
立
て
マ
ル
チ
同
時
か

ん
し
ょ
移
植
機
の
開
発
に
よ

る
移
植
作
業
の
省
力
化
／
農

研
機
構
▽
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

果
樹
類
の
自
動
受
粉
な
ら
び

に
生
育
診
断
技
術
の
開
発
／

鳥
取
大
学
▽
マ
ル
チ
モ
ー
ダ

ル
Ａ
Ｉ
に
よ
る
豚
疾
病
兆
候

の
非
接
触
検
知
シ
ス
テ
ム
の

研
究
開
発
／
㈱
Ｅ
ｃ
ｏ
―
Ｐ

ｏ
ｒ
ｋ
▽
局
所
制
御
技
術
お

よ
び
水
熱
源
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

に
よ
る
省
エ
ネ
化
・
高
付
加

価
値
化
／
ホ
ル
ト
プ
ラ
ン
合

同
会
社
▽
ド
ロ
ー
ン
直
播
と

ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ベ
リ
ン
グ
に

よ
る
水
稲
栽
培
効
率
化
の
研

究
開
発
／
㈱
オ
プ
テ
ィ
ム
▽

施
設
き
ゅ
う
り
収
穫
ロ
ボ
ッ

ト
の
栽
培
管
理
オ
プ
シ
ョ
ン

（
下
葉
か
き
・
摘
果
）
に
よ

る
栽
培
管
理
作
業
の
省
力
化

に
係
る
研
究
開
発
／
Ａ
Ｇ
Ｒ

Ｉ
Ｓ
Ｔ
㈱
▽
自
律
走
行
型
豚

舎
自
動
洗
浄
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ

る
豚
舎
洗
浄
の
省
力
化
に
係

る
研
究
開
発
／
鹿
児
島
大
学 

　

【
低
コ
ス
ト
・
小
型
化
等

現
場
ニ
ー
ズ
即
応
型
開
発
】

▽
ス
マ
ー
ト
な
放
牧
み
ま
も

り
：
中
山
間
地
域
で
「
放
牧

地
へ
行
く
」
を
減
ら
す
／
農

研
機
構
▽
中
小
規
模
酪
農

家
、
繋
ぎ
飼
い
飼
養
向
け
新

規
小
型
餌
寄
せ
ロ
ボ
ッ
ト
の

開
発
と
実
証
／
リ
ッ
ク
ス
㈱

▽
微
地
形
に
基
づ
く
明
渠
の

施
工
支
援
技
術
の
開
発
／
農

研
機
構
▽
産
業
用
ド
ロ
ー
ン

と
独
自
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に

よ
り
被
覆
資
材
の
被
覆
及
び

除
去
の
省
力
化
に
係
る
研
究

開
発
／
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
Ｃ
ｏ
ｖ
ｅ

ｒ
㈱
▽
中
山
間
地
域
に
お
け

る
水
稲
乾
田
直
播
お
よ
び
露

地
野
菜
等
で
の
薬
剤
散
布
作

業
の
省
力
化
に
資
す
る
ロ
ボ

ッ
ト
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
プ
レ

イ
ヤ
ー
」
の
研
究
開
発
／
㈱

Ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
▽

傾
斜
地
果
樹
園
に
お
け
る
葉

裏
等
へ
の
精
密
な
農
薬
散
布

ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発
／
香

川
大
学
▽
油
圧
式
チ
ェ
ッ
ク

チ
ェ
ー
ン
に
よ
る
除
草
・
播

種
の
高
精
度
化
技
術
の
開
発

／
筑
波
大
学
▽
露
地
野
菜
の

生
育
・
出
荷
予
測
に
基
づ
く

全
国
対
応
需
給
マ
ッ
チ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
の
開
発
／
農
研
機

構
▽
果
樹
園
に
低
コ
ス
ト
で

導
入
可
能
な
Ｔ
ａ
ｇ
Ｓ
Ｌ
Ａ

Ｍ
技
術
を
活
用
し
た
汎
用
自

動
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
／

山
陽
小
野
田
市
立
山
口
東
京

理
科
大
学
▽
施
設
栽
培
に
お

け
る
防
除
作
業
の
省
力
化
の

た
め
の
自
律
走
行
農
薬
散
布

機
の
研
究
開
発
／
明
治
大
学

▽
高
冷
地
に
お
け
る
傾
斜
地

対
応
の
自
律
走
行
型
畝
間
除

草
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発
／

㈱
レ
グ
ミ
ン

　

【
技
術
改
良
・
新
た
な
栽

培
方
法
の
確
立
の
促
進
】 

▽
衛
星
通
信
Ｇ
Ｐ
Ｓ
タ
グ
に
よ

る
放
牧
牛
の
位
置
・
発
情
等

の
生
体
情
報
取
得
と
飼
養
管

理
の
省
力
化
を
実
現
す
る
放

牧
統
合
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開

発
／
㈱
ロ
ジ
カ
▽
群
飼
養
下

乳
牛
の
位
置
探
索
、
発
情
検

知
お
よ
び
疾
病
検
知
を
可
能

と
す
る
低
コ
ス
ト
な
映
像
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
開

発
／
農
研
機
構
▽
蒸
散
量
セ

ン
サ
ー
・
圃
場
計
測
ド
ロ
ー

ン
連
携
に
よ
る
果
樹
園
地
の

灌
水
最
適
化
と
単
位
面
積
当

た
り
収
量
向
上
を
通
じ
た
付

加
価
値
創
出
／
東
京
農
業
大

学
▽
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
種
ば

れ
い
し
ょ
異
常
株
抜
取
り
支

援
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
開
発

／
農
研
機
構
▽
多
品
目
果
実

に
対
応
可
能
な
画
像
Ａ
Ｉ
の

効
率
的
構
築
と
エ
ッ
ジ
実
装

に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

の
開
発
／
岐
阜
大
学
▽
イ
チ

ゴ
選
別
パ
ッ
ク
詰
め
ロ
ボ
ッ

ト
の
選
果
デ
ー
タ
を
有
効
活

用
し
た
栽
培
管
理
の
最
適
化

と
高
品
質
省
力
化
を
達
成
す

る
ス
マ
ー
ト
出
荷
体
系
の
構

築
／
秋
田
県
立
大
学
▽
空
隙

耐
性
を
持
ち
、
長
期
間
安
定

し
て
測
定
が
可
能
な
土
壌
水

分
セ
ン
サ
の
円
滑
な
産
地
へ

の
供
給
の
た
め
の
省
力
化
実

証
お
よ
び
改
良
／
㈱
セ
ン
シ

フ
ィ
ア

　

【
先
行
的
研
究
開
発
支

援
】
▽
側
溝
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
農
業
用
水

路
等
清
掃
の
省
力
化
に
関
る

研
究
開
発
／
石
川
工
業
高
等

専
門
学
校
▽
れ
ん
こ
ん
に
関

す
る
ス
マ
ー
ト
農
場
シ
ス
テ

ム
の
開
発
／
石
川
工
業
高
等

専
門
学
校
▽
馬
用
ウ
ェ
ア
ラ

ブ
ル
端
末
お
よ
び
ア
プ
リ
を

用
い
た
馬
の
飼
養
管
理
の
省

力
化
に
係
る
研
究
開
発
／
旭

川
工
業
高
等
専
門
学
校
▽
キ

ャ
ベ
ツ
な
ど
の
野
菜
苗
の
全

自
動
移
植
機
へ
の
実
装
を
可

能
と
す
る
苗
質
判
定
シ
ス
テ

ム
の
開
発
／
阿
南
工
業
高
等

専
門
学
校 

　

農
林
水
産
省
は
４
月
28

日
、
令
和
７
年
産
指
定
野
菜

（
春
野
菜
、
夏
秋
野
菜
等
）

の
作
付
面
積
、
収
穫
量
及
び

出
荷
量
を
取
り
ま
と
め
て
公

表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

春
野
菜
の
作
付
面
積
は
３
万

１
９
０
０
㌶
で
前
年
産
に
比

べ
１
０
０
０
㌶
（
３
％
）
減

少
し
た
。
収
穫
量
は
１
７
５

万
６
０
０
０
㌧
で
同
１
万
７

０
０
０
㌧
（
１
％
）
減
少
。

出
荷
量
も
こ
れ
に
準
じ
て
１

６
２
万
６
０
０
０
㌧
、
同
２

万
６
０
０
０
㌧
（
２
％
）
減

と
前
年
を
下
回
る
水
準
と
な

っ
た
。

　

夏
秋
野
菜
の
作
付
面
積
は

５
万
５
５
０
０
㌶
で
同
１
９

０
０
㌶
（
３
％
）
減
少
。
収

穫
量
は
２
０
９
万
５
０
０
０

㌧
で
同
３
万
２
０
０
０
㌧

（
２
％
）
減
少
。
出
荷
量
は

１
８
４
万
３
０
０
０
㌧
で
同

３
万
８
０
０
０
㌧
（
２
％
）

減
少
し
た
。

　

春
野
菜
の
品
目
別
に
作
付

面
積
、
収
穫
量
、
出
荷
量
を

み
る
と
、
▽
春
ダ
イ
コ
ン
＝

３
８
３
０
㌶
（
前
年
産
比
３

％
減
）
、
18
万
５
３
０
０
㌧

（
前
年
産
並
み
）
、
17
万
１

０
０
㌧
（
前
年
産
並
み
）
▽

春
夏
ニ
ン
ジ
ン
＝
３
６
２
０

㌶
（
同
４
％
減
）
、
14
万
６

０
０
㌧
（
同
３
％
減
）
、
12

万
９
６
０
０
㌧
（
同
３
％

減
）
▽
春
ハ
ク
サ
イ
＝
１
７

９
０
㌶
（
同
１
％
増
）
、
12

万
６
０
０
㌧
（
同
４
％
増
）
、

11
万
２
４
０
０
㌧
（
同
４
％

増
）
▽
春
キ
ャ
ベ
ツ
＝
８
２

７
０
㌶
（
同
４
％
減
）
、
34

万
５
８
０
０
㌧
（
同
２
％

増
）
、
31
万
３
９
０
０
㌧

（
同
２
％
増
）
▽
春
レ
タ
ス

＝
３
６
９
０
㌶
（
同
３
％

減
）
、
10
万
３
８
０
０
㌧

（
同
１
％
減
）
、
９
万
７
５

０
０
㌧
（
同
１
％
減
）
▽
春

ネ
ギ
＝
３
２
１
０
㌶
（
同
４

％
減
）
、
７
万
１
７
０
０
㌧

（
同
３
％
減
）
、
６
万
３
５

０
０
㌧
（
同
４
％
減
）
な

ど
。

　

な
お
、
タ
マ
ネ
ギ
の
作
付

面
積
は
２
万
４
３
０
０
㌶
で

同
７
０
０
㌶
（
３
％
）
減
少

し
た
。
収
穫
量
は
92
万
２
０

０
０
㌧
で
同
20
万
４
０
０
０

㌧
（
18
％
）
の
減
少
。
出
荷

量
は
82
万
６
７
０
０
㌧
で
同

19
万
７
３
０
０
㌧
（
19
％
）

減
少
し
た
。
10
㌃
当
た
り
収

量
は
３
７
９
０
㌔
で
、
前
年

産
を
７
１
０
㌔
（
16
％
）
下

回
っ
た
。
こ
れ
は
、
北
海
道

に
お
い
て
、
６
月
中
旬
か
ら

の
高
温
及
び
６
月
下
旬
か
ら

の
少
雨
に
よ
り
、
生
育
が
停

滞
し
て
肥
大
の
抑
制
が
み
ら

れ
た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

生研支援
センター

次
世
代
イ
チ

ゴ
生
産
な
ど
32
課
題
を
採
択

７
年
度

補　
正
ス
マ
農
技
術
の
開
発・供
給
事
業

玉
ネ
ギ
収
量
18
％
減

春
野
菜
作
付
面
積
３・２
万
㌶
農林省調べ・７
年産指定野菜

（3） ２０２６年（令和８年）５月１８日 第３５９８号


